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研究要旨 

中性脂肪蓄積心筋血管症 (triglyceride deposit cardiomyovasculopathy: TGCV)の

特徴は、心筋及び冠状動脈への中性脂肪（TG）の蓄積である。そのため、本疾患の診断

には、病理検体において TG を検出することが重要である。一般的な病理染色では、コ

レステロールと TG の識別が困難である。本研究では、TG とコレステロールを区別して

可視化することが可能な質量顕微鏡法を用い、TGCV 診断に向けた TG 検出のための基礎

的な検討を行った。 

 

A. 研究目的 

 中性脂肪蓄積心筋血管症 (TGCV)の特

徴は、心筋及び冠状動脈への中性脂肪

（TG）の蓄積である。TGCV の診断のため

には、組織上の TG を高感度かつ半定量的

に測定することが重要である。質量顕微

鏡法によるTGの高感度測定法の検討例は

ないため、本研究では高感度 TG 検出を実

現するための前処理方法を検討した。 

 

B. 研究方法 

 安楽死させた ddY マウスから脂肪組織

を採取し、液体窒素で速やかに凍結した。

その後、クライオスタットによって 10μm

の凍結切片を作成した。作成した凍結切

片を A 液（未発表のデータのため、非公

開とする）、B 液，もしくは C 液で洗浄し

た後、質量顕微鏡法によって脂肪組織を

解析し、TG を検出した。 

 

 

（倫理面の配慮） 

 本研究は，近畿大学動物実験委員会の

認可を受けて行った。 

 

C. 研究結果 

 A 液，B液で処理した切片で検出される

TG はコントロール切片と比較し、感度が

低下する傾向にあった。一方、C液で洗浄

した切片から検出されるTGは 1.5倍程度

検出強度が増加した。 

 

D. 考察 

 C 液による処理によって、TG 検出の感

度が向上することが示された。C液によっ

て、TG のイオン化を阻害する組織上の分

子が除去されたことが原因であると考え

られるが、詳細な機構については今後の

さらなる検討が必要である。 

 

 

 



E. 結論 

 脂肪組織のTG検出の高感度化に成功し

た。今後は、この手法によって，筋組織

などに存在する微量のTGを高感度に検出

できるかどうかを検討する必要がある。 
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